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高
萩
市
は
茨
城
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
東
は
太
平

洋
に
面
し
て
海
岸
線
が
六
・
五
㌔
㍍
ほ
ど
続
き
、
西
は

阿
武
隈
山
地
の
南
端
に
連
な
る
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
あ

る
。
人
口
は
約
二
九
、〇
〇
〇
人
。
高
萩
駅
前
か
ら
車
で

五
分
ほ
ど
走
る
と
、
本
町
一
丁
目
に
再
建
中
の
高
萩
市

本
庁
舎
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
旧
庁
舎
は
東
日
本
大
震

災
の
地
震
動
で
損
傷
し
て
使
用
不
能
と
な
り
、
翌
年
に

解
体
。
跡
地
で
の
再
建
計
画
か
ら
六
年
を
経
て
、
こ
の

七
月
に
竣
工
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
二
〇
一
三
年

に
基
本
計
画
が
練
ら
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、

災
害
時
は
防
災
拠
点
の
役
割
を
担
い
迅
速
、
継
続
的
に

機
能
す
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
た
。
二
〇
一
四
年
に
は

設
計
案
を
公
募
。
㈱
日
立
建
設
設
計
の
「
高
萩
コ
ン
パ

ク
ト
・
ス
タ
イ
ル
」
と
題
し
た
提
案
が
選
ば
れ
、
市
民
、

議
会
、
行
政
の
要
望
を
反
映
し
て
設
計
が
進
め
ら
れ
た
。

　

本
庁
舎
は
機
能
的
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す

る
な
ど
無
駄
の
な
い
庁
舎
と
し
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

く
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
プ
ラ
ン
を
盛
り
込
ん
で
建

設
さ
れ
て
い
る
。

　

施
工
は
茨
城
県
発
祥
の
株
木
建
設
㈱
と
㈱
日
興
建
設

の
Ｊ
Ｖ
。
二
〇
一
五
年
十
二
月
に
着
工
し
た
。「
最
初
の

打
ち
合
わ
せ
で
、
高
萩
市
か
ら
『
工
期
が
少
し
短
く
厳

し
い
け
れ
ど
も
、
厳
守
し
て
ほ
し
い
』
と
要
望
が
あ
り
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
と
お
答
え
し
ま
し
た
」
と
箕
輪
正

輝
所
長
。
所
長
職
に
就
い
て
か
ら
七
年
、
工
期
の
厳
し

い
現
場
を
い
く
つ
も
手
掛
け
て
き
て
お
り
、
そ
の
経
験

が
こ
の
現
場
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。
日
常
的
に
短
期

の
目
標
を
設
け
、
一
つ
ひ
と
つ
着
実
に
ク
リ
ア
し
て
い

く
こ
と
で
、
最
終
段
階
で
無
理
を
す
る
こ
と
な
く
工
事

期
限
を
達
成
す
る
と
い
う
現
場
運
営
を
実
践
し
て
き
た
。

　
「
今
回
は
、
各
階
の
梁
の
現
場
打
ち
プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）
が
施
工
の
ポ
イ
ン
ト
で

震
災
体
験
か
ら
練
り
上
げ
た
再
建
計
画
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復
興
の
シ
ン
ボ
ル
、街
の
拠
点
へ

市
民
が
待
つ
本
庁
舎
を
再
建
す
る

高
萩
市
本
庁
舎
再
建（
災
害
復
旧
）工
事

茨
城
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
高
萩
市
の
中
心
街
で
は
、六
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
使
用
不
能
と
な
り
、

解
体
さ
れ
た
旧
本
庁
舎
の
再
建
工
事
が
進
行
し
て
い
る
。

建
ち
上
が
っ
た
四
階
建
て
の
庁
舎
は
、免
震
構
造
で
柱
を
な
る
べ
く
減
ら
し
大
空
間
を
つ
く
る
た
め
、

現
場
打
ち
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
採
用
。

七
月
に
竣
工
し
、九
月
か
ら
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
。

市
民
が
待
ち
望
ん
で
き
た
再
建
の
現
場
を
株
木
・
日
興
Ｊ
Ｖ
の
箕
輪
正
輝
所
長
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

高萩市本庁舎2階フロアの南側にある執務空間。短辺方向にプレストレスト・コンクリートの梁を施工することで
大スパンの空間をつくりだしている。様々なセクションのレイアウト変更に柔軟に対応できる。

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
工
程
が
鍵
と
な
る

Ｐ
Ｃ
の
現
場
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め
て
い
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
っ
た
場
合
、
上
階
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
が
出
て
い
な
い
と
下
の
階
で
緊

張
し
た
と
き
に
影
響
が
出
て
し
ま
う
。
下
の
階
の
緊
張

を
終
わ
ら
せ
、
上
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ
と
い
う

テ
ン
ポ
を
保
っ
て
進
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
強
度
が
出

る
日
数
は
季
節
で
も
変
わ
り
、
雨
が
降
れ
ば
打
設
で
き

な
い
の
で
日
程
が
動
く
。
そ
の
読
み
が
難
し
い
」。
地
下

も
あ
る
し
、
工
程
を
管
理
す
る
う
え
で
重
要
で
し
た
」。

Ｐ
Ｃ
は
構
造
部
材
の
中
に
Ｐ
Ｃ
鋼
材
を
通
し
、
端
部
で

引
っ
張
る
（
緊
張
す
る
）
こ
と
で
部
材
の
応
力
を
軽
減

か
つ
変
形
量
を
小
さ
く
す
る
工
法
。
梁
に
導
入
し
た
場

合
は
、
柱
の
ス
パ
ン
を
広
げ
、
自
由
度
の
高
い
大
空
間

を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
庁
舎
は
平
面
が
南
北

二
八
・
四
㍍
、
東
西
約
五
〇
㍍
の
長
方
形
。
短
辺
方
向
に

九
列
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
梁
を
架
け
、
こ
れ
ら
に
Ｐ

Ｃ
鋼
材
を
通
す
こ
と
で
短
辺
の
柱
を
三
本
に
し
、
ス
パ

ン
は
北
側
で
約
一
二
・
六
㍍
、
南
側
で
約
一
五
・
八
㍍
あ

る
。
平
面
の
両
端
に
階
段
や
水
回
り
な
ど
の
コ※

ア
を
分

散
配
置
し
て
、
中
央
部
分
に
最
大
約
三
八
・
四
㍍
の
無

柱
空
間
が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
一
階
南
側
で
は
見

通
し
の
よ
い
空
間
に
市
民
の
利
用
頻
度
が
高
い
窓
口
が

集
約
さ
れ
、
上
階
の
執
務
空
間
も
効
率
的
に
働
き
や
す

い
場
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
自
由
度
は
災
害
時
の
防
災

拠
点
と
し
て
も
有
利
に
働
く
。

　

Ｐ
Ｃ
の
施
工
は
、
全
体
の
工
程
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
今
回
の
Ｐ
Ｃ
は
現
場
打
ち

で
、
Ｒ
Ｃ
造
の
み
の
場
合
に
比
べ
る
と
一
フ
ロ
ア
当
た

り
一
週
間
か
ら
一
〇
日
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
」。
鉄

筋
を
組
ん
で
、
シ
ー
ス
管
（
配
管
材
）
を
配
置
し
、
そ

こ
に
Ｐ
Ｃ
鋼
材
を
通
し
て
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
が
出
た
時
点
で
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

で
鋼
材
に
緊
張
を
与
え
る
。「
強
度
が
出
る
ま
で
日
数

が
か
り
ま
す
か
ら
、
緊
張
を
掛
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、

上
階
の
工
事
の
進
捗
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
ん
で
す
。
上
階
の
工
事
を
速
い
ピ
ッ
チ
で
進

今年3月の本庁舎北西側外観。100
人体制で工事に臨んでいる。建物の
周囲には駐車場のほか、歩行空間や
イベントスペースが設けられる。

工事概要

発注者：高萩市長 小田木真代
設計者：株式会社 日立建設設計
監理者：高萩市 産業建設部 建設課
　　　　株式会社 日立建設設計
施工者：株木・日興特定建設工事共同企業体
工　期：平成27年12月25日～平成29年7月16日
［本庁舎］
構造・規模：RC造 地上4階建てPH1階
建築面積：1,746.14㎡
延べ面積：6,016.66㎡
建築物高さ：19.42m

基礎に設置された免震装
置。左は高減衰積層ゴム、
右がオイルダンパー。積
層ゴムで建物を支え、地
震エネルギーを吸収しつ
つ水平移動に変換し、オ
イルダンパーで揺れを吸
収する。

右上／プレストレスト・コンクリートに通すPC鋼材。1本のワイヤー径は12.7㎜。スチールの撚
り線を12本撚り合わせたものを用いている。写真は端部の定着具。（提供：株木・日興JV）
左上／施工中の天井の見上げ。左右に架かる梁 1本の中にPC鋼材ケーブルが計4本通されている。
下／ PCの梁のコンクリート強度が出てから、シース管に通したPC鋼材の端部を油圧ジャッキで
引っ張り、緊張させる。この後、シース管内にグラウト材を充填する。（提供：株木・日興JV）

階
か
ら
屋
上
階
ま
で
、
昨
年
五
月
か
ら
今
年
の
一
月
末

ま
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
二
〇
回
ほ
ど
打
設
し
て
き
た

と
い
う
箕
輪
所
長
だ
が
、「
じ
つ
は
今
回
、
予
定
し
た
打

設
日
に
一
度
も
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で

す
。
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
」
と
感
じ
入
っ
た
表
情

に
。
打
設
前
の
悩
め
る
日
々
が
報
わ
れ
た
喜
び
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

　

再
建
建
物
は
シ
ン
プ
ル
な
架
構
に
免
震
構
造
を
組
み

合
わ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
構
造
体
で
地
震
に
備
え
て

い
る
。
免
震
装
置
は
高
減
衰
積
層
ゴ
ム
二
三
基
と
天
然

ゴ
ム
系
積
層
ゴ
ム
四
基
、
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
八
基
の
組

み
合
わ
せ
。
積
層
ゴ
ム
で
建
物
を
支
え
、
地
震
動
を
吸

収
し
つ
つ
水
平
移
動
に
変
換
し
、
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
で

揺
れ
を
吸
収
す
る
。
箕
輪
所
長
は
装
置
の
調
達
に
難
し

さ
が
あ
っ
た
と
い
う
。「
免
震
装
置
は
建
物
ご
と
に
発

注
後
の
製
作
と
な
り
、
製
作
期
間
は
四
〜
六
カ
月
か
か

り
ま
す
。
基
礎
免
震
で
す
か
ら
最
初
の
施
工
段
階
に
あ

た
り
、
装
置
を
発
注
す
る
ま
で
の
期
間
が
勝
負
ど
こ
ろ

に
な
り
ま
す
」。
本
庁
舎
の
場
合
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
建
物

規
模
か
ら
も
工
事
が
装
置
の
到
着
待
ち
と
な
り
、
そ
の

後
の
工
程
が
停
滞
す
る
怖
れ
も
あ
っ
た
。
積
層
ゴ
ム
は

六
カ
月
で
納
入
さ
れ
る
見
通
し
が
つ
い
た
が
、
オ
イ
ル

ダ
ン
パ
ー
は
そ
れ
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
ダ
ン
パ
ー
の

重
量
は
二
㌧
あ
り
、
通
常
の
新
築
の
よ
う
に
ク
レ
ー
ン

で
定
位
置
に
下
ろ
す
ほ
う
が
作
業
効
率
は
よ
い
が
、
八

基
な
ら
狭
い
空
間
で
も
後
で
取
り
付
け
る
こ
と
が
可
能

と
判
断
し
、
本
体
工
事
を
進
め
た
。
そ
の
後
、
免
震
ピ

ッ
ト
の
二
カ
所
の
開
口
部
か
ら
ダ
ン
パ
ー
を
吊
り
下
ろ

し
、
梁
下
を
移
動
さ
せ
る
作
業
で
切
り
抜
け
た
。

　

工
事
の
途
中
で
ひ
や
り
と
す
る
出
来
事
に
も
遭
遇
し

免
震
装
置
の
納
期
と
工
期
を
に
ら
み
、

臨
機
応
変
に
対
応

震
災
の
記
憶
を
新
た
に
し
な
が
ら
工
事
に
臨
む

※コア…階段やエレベーター、トイレなどの共用施設や設備スペース



4243 建設業界 2017.5建設業界 2017.5

高萩市本庁舎4階の柱。工事期間中に高萩市で震度6弱の地震が発生したため、
クラックの状態を入念に調査し、躯体の安全性に配慮した。

失敗も経験値のなかに必要なこ
とだと思うので、若い人たちに

メットを被った時点で「自分はプロな
んだ」という意識をもってほしいです。
　これまでは年配の職長さんが多かっ
たんですが、この現場ではようやく30
代くらいの若い職長さんが増えてきた
ので、いい傾向だと思っています。それ
でも、休憩中にはスマホを見ていて、コ
ミュニケーションが少し減っているの
は気になります。会話をすることの重
要性も意識してくれると嬉しいですね。

は、まず自分で考えるように言ってい
ます。他人に言われたことをやって失
敗したのと、自分で考えて失敗したの
とは意味が全然違うでしょう。若いと
きは失敗しても責任を取ってくれる上
司がいるんだから、いろいろやってみ
ればいい。ただし、自分から動かないの
はだめだと考えています。会社のヘル

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

鉄骨階段設置状況。

た
。
昨
年
末
の
十
二
月
二
十
八
日
夜
九
時
半
過
ぎ
に
、

茨
城
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
起
き
、
高
萩
市
は

震
度
六
弱
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。
箕
輪
所
長
は
県
南

の
自
宅
に
帰
宅
し
て
お
り
、
揺
れ
は
小
さ
か
っ
た
。「
地

震
速
報
で
高
萩
の
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
と
知
り
ま
し
た
。

夜
間
で
現
場
に
は
誰
も
い
な
い
の
で
、
近
く
に
宿
泊
し

て
い
る
業
者
さ
ん
に
電
話
を
し
て
、
ク
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ

ー
ン
と
足
場
が
倒
れ
て
い
な
い
か
だ
け
確
認
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
暗
く
て
危
険
で
す
か
ら
、
あ
と
は
翌
日
明

る
く
な
っ
て
か
ら
全
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
躯
体

へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
た
の
で
、
設
計
事
務
所
の
立
会

い
の
も
と
で
ク
ラ
ッ
ク
の
状
態
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た

が
、
影
響
は
な
か
っ
た
と
い
う
最
終
判
断
を
い
た
だ
き

ま
し
た
」。

　

六
年
の
時
の
流
れ
で
震
災
の
記
憶
が
薄
れ
が
ち
に
な

る
な
か
で
、
箕
輪
所
長
は
あ
ら
た
め
て
朝
礼
で
話
す
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。「
こ
の
現
場
は
一
般
的
な
建
て
替

え
で
は
な
く
、
高
萩
市
の
災
害
復
旧
と
し
て
最
後
の
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
い
う
こ
と
を
自
戒
も
込
め
て

話
し
ま
す
。
工
期
も
厳
し
い
で
す
が
、
市
の
業
務
は
長

い
間
、
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
庁
舎
で
行
わ
れ
て
き
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
は
本
庁
舎
の
完
成
を
期
待
し
て
待
っ
て
い
ま

す
。
け
が
を
せ
ず
、
安
全
に
作
業
し
て
、
そ
の
期
待
に

応
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
全
員
に
伝
え
て
い
ま
す
」。

　

三
月
中
旬
に
は
足
場
が
外
さ
れ
、
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ

て
い
た
外
観
が
あ
ら
わ
れ
た
。
五
月
に
は
外
部
の
仕
上

げ
も
最
終
段
階
を
迎
え
、
市
民
の
目
を
大
い
に
引
い
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

株木・日興特定建設工事共同企業体
高萩市本庁舎再建（災害復旧）工事
所長

箕輪正輝
Seiki Minowa


